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牛の家畜化，牛肉の加工法，そして家畜の肉を食べる習慣は，弥生時代（B. C. 300～A. 
D. 300）から古墳時代（A. D. 300～538）にかけて三重や滋賀の日本海側に移住した韓国
と中国からの渡来人がもたらしたものだ。それは紀元前350年に韓国を経由して伝わった
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